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サトウキビとエリアンサスの属間交配によりサトウキビ根系特性の改良が可能である 
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背景・ねらい                
気候変動下での作物の⽣産性向上や持続的⽣産

に向けて、⼲ばつ等の乾燥ストレスに強い作物の開発が
求められており、⼟中から養⽔分を吸収する根の改良は、
そのための重要な課題である。世界の⾷料・エネルギー
⽣産にとって重要な作物であるサトウキビ(Sacchrum spp 
hybrid)においても、⼲ばつ被害等の増加が懸念されてお
り、根系特性の改良による乾燥ストレス耐性の⼤幅な
向上が求められている。しかし、サトウキビの根系改良に
関する報告は少なく、既存の育種素材を利⽤した育種
改良の限界も指摘されている。サトウキビの近縁属遺伝
資源であるエリアンサス(Erianthus arundinaceus)は、根
が⼤きく、深く発達するため、⼲ばつへの適応性に優れ
る。また、植物細胞壁を構成する主要成分の⼀つであり、
乾燥ストレス耐性とも関連するリグニン（⾼分⼦のフェノ
ール性化合物）の沈着が根で多いことから、サトウキビの
根系改良のための新たな遺伝資源として期待できる。 

国際農研では、エリアンサスの育種利⽤に向けて、サ
トウキビとエリアンサスの属間雑種 F1 集団を作出し、その
農業特性や細胞遺伝学的特性を明らかにした（平成
30 年度国際農林⽔産業研究成果情報 B06「サトウキ
ビの新しい育種素材となるサトウキビとエリアンサスの属
間雑種の作出」）。⼀⽅、サトウキビの根系改良に向け
たエリアンサス利⽤の可能性については明らかにされてこ
なかった。本研究では、属間雑種 F1 系統の根系特性を
評価し、乾燥ストレス耐性の改良が期待できる深根性
やリグニン含量等に関するエリアンサスの根系特性が、サ
トウキビに導⼊できるかについて明らかにする。 

 

成果の内容・特徴             
1. 本研究では、これまでに作出した属間雑種 F1 集団か
ら、最もバイオマス⽣産性が⾼い系統「J08-12」を選定
し、根系特性を評価した。本研究での試験においても
「J08-12」は、⺟本としたサトウキビ「NiF8」より茎数が多
く、同程度以上の地上部乾物重となる（表 1）。 

2. エリアンサスは「NiF8」より株あたり根乾物重が⼤きく、
地上部重/根重⽐は⼩さい。「J08-12」は、エリアンサス
と同様に、「NiF8」と⽐較して株あたり根乾物重は同程

度以上で、地上部重/根重⽐は⼩さいため、エリアンサ
スと同様に根に多くの乾物を分配する（表 1、図 1）。 

3. 「J08-12」は、地表⾯から 60cm 以深の⼟壌深層の
根⻑密度が「NiF8」より⼤きく、エリアンサスと同様に根
が深く発達する（表 2、図 1）。 
4. 根のリグニン含量は、「NiF8」で少なく、エリアンサスで
多い。「J08-12」は、エリアンサスと同様に、根のリグニン
含量が「NiF8」より多い（表 1）。 

5. 以上のことから、サトウキビとエリアンサスの属間交配
により、エリアンサスの根系特性がサトウキビに導⼊可
能であり、エリアンサスは、サトウキビの乾燥ストレス耐
性の向上に向けた根系改良に有⽤な新たな遺伝資
源となり得る。 

 

成果の活⽤⾯・留意点           
1. 本成果は、サトウキビとエリアンサスの属間交配により、
サトウキビの乾燥ストレス耐性に関連する根系特性を
改良できることを⽰す世界初の報告である。エリアンサ
スをサトウキビ改良へ利⽤する際の基礎情報として、ま
た、他の作物における近縁属遺伝資源を利⽤した根
系改良の可能性を⽰す基礎情報として利⽤できる。 

2. 本研究で選定・評価した属間雑種「J08-12」は、サト
ウキビの乾燥ストレス耐性と関連する根系特性の改良
に向けた新しい育種素材として活⽤できる。 

3. 根系改良が乾燥ストレス耐性等へ与える具体的な
影響については、今後の評価が必要である。 
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エリアンサスは、乾燥ストレス耐性と関連する深根性やリグニンの根への沈着が多い特性を具えるサトウキビの近
縁属遺伝資源である。サトウキビとエリアンサスの属間雑種 F1 は、サトウキビより⼟壌深層の根⻑密度が⼤きく、
根のリグニン含量が多いことから、エリアンサスをサトウキビの育種に利⽤することで、サトウキビの乾燥ストレス耐性
に関連する根系特性の改良が可能である。 
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1）Dunnet の検定により、「NiF8」と⽐べて、*は 5%⽔準で有意差あり、ns は有意差なしを⽰す。試験 1 は 2010 年に
植え付け、2011 年 1 ⽉、2012 年 1 ⽉、2012 年 12 ⽉に収穫した 3 年間のデータの平均値。試験２は、2013 年に植
え付け、2014 年 1 ⽉、2015 年 2 ⽉に収穫した 2 年間のデータの平均値。「NiF8」はサトウキビ品種。「IJ76-349」、
「JW630」、「JIRCAS1」はエリアンサス系統。「J08-12」は「NiF8」と「JIRCAS1」を交配して作出した属間雑種 F1系統。 

 
 
 
 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

1）Dunnet の検定により、「NiF8」と⽐べて、*は 5%⽔準で有意差あり、ns は有意差なしを⽰す。試験 1 は 2010 年に
植え付け、2011 年 1 ⽉、2012 年 1 ⽉、2012 年 12 ⽉に収穫した株出し 2 回⽬の根系を調査した。試験２は、2013
年に植え付け、2014 年 1 ⽉、2015 年 2 ⽉に収穫した株出し 1 回⽬の根系を調査した。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 サトウキビとエリアンサスの属間雑種「J08-12」の根の量（上）と分布（下） 
試験 1 での根系調査時の写真。属間雑種「J08-12」は根の量が「NiF8」より多く、深く分布している。 
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試験1 J08-12 1.07 ns1) 0.49 ns 0.41 * 0.30 ns 0.23 ns 0.24 *
NiF8 0.85 0.61 0.20 0.11 0.08 0.04
IJ76-349 3.18 * 1.20 * 0.66 * 0.30 ns 0.34 * 0.37 *
JW630 3.03 * 1.31 * 0.62 * 0.33 ns 0.31 * 0.26 *

試験2 J08-12 1.55 ns 0.61 ns 0.53 ns 0.45 * 0.29 * 0.21 *
NiF8 1.28 0.55 0.36 0.18 0.09 0.04
JIRCAS1 2.53 ns 1.09 ns 0.65 ns 0.56 * 0.32 * 0.32 *

試験 品種・系統
⼟壌深度

 0-20 cm 20-40 cm 40-60 cm 60-80 cm 80-100 cm 100-120 cm

試験 品種・系統

試験1 J08-12 31.9 ns1) 131,305 * 80 ns 18 * 163 ns
NiF8 20.3 63,161 24 35 140
IJ76-349 58.8 * 117,041 * 251 * 10 * 193 *
JW630 46.1 * 552,315 * 170 * 12 * 228 *

試験2 J08-12 31.6 ns 145,688 ns 65 ns 26 ns 166 *
NiF8 27.3 100,714 42 30 133
JIRCAS1 51.7 * 588,810 * 214 * 16 * 199 *

根のリグニン含量
（mg g-1-DW）

地上部乾物重
（t ha-1）

茎数
（本 ha-1）

根乾物重
 （g stool-1）

地上部重
/根重⽐

表 1 サトウキビとエリアンサスの属間雑種「J08-12」の地上部および地下部特性 
 

表 2 サトウキビとエリアンサスの属間雑種「J08-12」の各⼟壌深度における根⻑密度（cm cm-3） 
 

図は Terajima et al. (2023) 🄫 The Author(s) 2023 より転載/改変して作成 
 


